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ご協力くださいた

だいま

共同募金運動中

環
境
保
全
の
基
準
な
ど
規
定

市
と
公
団
6
2
年
度
完
成
へ
始
動
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市
で
は
九
月
二
十
九
日
、
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京
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バ
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パ
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整
備
計
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市
域
分
（
十
一
・
六
キ
ロ
μ
）
に
か
か
る
環
境
保
全
協
定
と
同
覚
書
、
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建
設
工
事
施
工
に
関
す
る
覚
書
を
日
本
道
路
公
団
と
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
で
市
の
手
続
き
は
す
べ
て
完
了
し
た
こ
と
に
な
り
、
．
六
十
二
年

こ
の
ほ
ど
締
結
し
た
環
境
保
全

協
定
は
、
京
庇
バ
イ
パ
ス
環
境
対

ｍ
協
議
会
の
答
申
お
よ
び
市
議
心
一

京
氾
バ
イ
パ
ス
対
策
特
別
委
員
会

の
意
見
忿
ふ
ま
え
て
、
日
本
道
路

公
団
か
ら
提
出
さ
れ
た
環
境
影
響

評
価
書
を
環
境
保
全
の
見
地
か
ら

こ
と
に
な
り
ま

精
査
・
検
討
し
、
昭
和
五
十
五
年

十
二
月
に
策
定
し
た
市
の
見
解
書

に
稀
つ
い
て
付
わ
れ
ま
し
た
。

同
協
定
の
内
容
は
、
京
Ｅ
バ
イ

パ
ス
の
建
設
工
事
中
お
よ
び
供
用

後
の
市
民
の
環
境
保
全
を
図
る
た

め
、
協
議
会
の
答
申
、
市
の
見
解
、
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し

た

○

特
別
委
員
全
］
の
意
見
な
ど
に
示
さ

れ
て
い
る
趣
旨
、
精
神
が
反
映
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

今
後
は
、
見
解
書
に
も
と
づ
き
、

協
定
事
項
恋
適
正
履
行
す
る
中
で

京
氾
バ
イ
パ
ス
の
建
設
事
業
は
進

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

環境保全協定書を交わす池本市長と右田道路公団京滋バイパス工事事務所長（左）

協
定
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

環
境
保
全
協
定
の

あ
ら
ま
し

剛
環
境
保
全
の
原
則

市
と
日
本
道
路
公
団
は
、
相
互

の
連
絡
を
密
に
し
、
必
要
に
応
じ

関
係
機
関
と
協
議
し
て
環
境
の
保

全
に
努
め
る
。
ま
た
、
日
本
道
路

公
団
は
、
環
境
保
全
の
た
め
道
路

の
建
設
・
管
理
に
万
全
を
期
す
。

Ｃ
Ｍ
環
境
保
全
の
基
準

大
気
汚
染
、
騒
音
、
振
動
に
関

し
て
環
境
保
全
の
指
標
と
な
る
基

準
を
定
め
、
日
本
道
路
公
団
は
こ

れ
の
維
持
達
成
に
努
め
る
。
基
準

の
定
め
の
な
い
も
の
は
、
生
活
環

境
等
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
努

め
る
。

ぼ
環
境
保
全
状
況
の
把
握

京
滋
バ
イ
パ
ス
供
用
後
、
環
境

保
全
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

市
は
大
気
質
に
係
る
項
目
（
一
酸

化
炭
素
、
二
酸
化
炭
素
、
二
酸
化

硫
黄
）
牽
目
動
測
定
装
置
を
用
い
、

宇
治
川
左
、
右
岸
各
二
力
所
で

測
定
す
る
。
ま
た
、
日
本
道
路
公

団
は
、
騒
音
、
振
動
、
｛
溢
、
日

照
、
植
物
に
つ
い
て
測
定
・
調
査

す
る
。京滋バイパス

環境保全協定までのあゆみ
Ｔ’゜’゜
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：Ｃ〉45年6月…市議会に京滋バイパス対策特別委貝：

：会が設置される。：

；Ｉ＞4洋12月24日・‥建設省および日本丿訟団力涼；

：滋バイパス整ｍ計画を発表。：

ｉｔ〉51年10月7日…京滋バイパス環境対策協議会を｜

：設置し、環ｍｍ評価について諮問。：

僕
は
銀
輪
太
郎
で
す
。
あ
る
日
、
ご
率
人
様

は
僕
か
遣
路
に
置
い
た
ま
ま
迎
え
に
来
て
ぐ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
先
月
の
二
十
一
日
、
市
か

ら
エ
フ
を
付
け
ら
元
二
十
九
日
に
は
撤
去
す
る

と
の
予
告
、
僕
は
他
人
に
迷
惑
夕
か
け
て
い
た

の
で
す
。
で
も
、
ご
主
人
様
は
つ
い
に
来
て
ぐ

れ
ず
、
九
十
四
台
の
仲
間
と
と
も
に
仙
郷
山
埋

立
処
分
地
に
つ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

市
内
に
は
、
多
く
の
仲
間
が
走
っ
て
い
ま
す
。

ど
7
か
、
私
た
ち
の
ぷ
っ
に
な
ら
な
い
ぷ
♀
ハ

切
に
乗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
し
ま

109

そ
の
他
、
日
本
道
路
公
団
が
行

シ
測
定
・
調
査
へ
の
立
会
、
結
果

の
提
示
並
び
に
日
本
道
路
公
団
に

対
す
る
測
定
・
調
査
実
施
の
請
求

権
を
確
保
し
て
い
る
。

剛
環
境
保
全
の
措
ｍ

③
の
測
定
・
調
査
の
結
果
、
京

Ｅ
バ
イ
パ
ス
に
起
因
し
て
四
一
の
基

準
を
越
え
る
事
態
ま
た
は
基
準
の

定
め
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
生

活
環
境
等
に
支
障
を
生
じ
る
事
態

が
発
生
し
た
と
き
、
日
本
道
路
公

団
は
市
と
協
議
し
道
路
管
理
者
と

ミ【〉54年12月26日・■・公団か環脚須評価ぶ匍を提出・

；ｃ〉5洋3月10日…評価ｎ案】の縦ｍを開始、215通・

●●
の意見書が出る。

1

1

μ〉5吽3月12日…12日からｉ域説明会を開始。

：ｔ〉55年8月9日，10日…準公聴会を開催。

：Ｃ〉5Ｓ年10月ｌ4日…協議会が市長に環よ芯漂’ｆ評価に

ついて答巾、事業者に送付。
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－

－

1

自

し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
。

㈲
苦
情
等
の
措
置

日
本
道
路
公
団
は
、
京
滋
バ
イ

パ
ス
供
用
後
、
環
境
保
全
に
関
す

る
苦
情
が
発
生
し
た
と
き
は
市
と

協
議
し
、
そ
の
解
決
に
努
め
、
道

路
管
理
の
瑕
疵
（
か
し
）
に
よ
り

損
害
が
生
じ
た
と
き
は
市
と
協
議

し
、
適
切
な
措
置
を
講
じ
る
。

圓
工
事
中
の
環
境
保
全

日
本
道
路
公
団
は
、
京
Ｅ
バ
イ

パ
ス
の
工
事
の
施
工
に
関
し
て
事

前
に
市
と
協
議
し
、
別
に
覚
書
を

：Ｃ〉5吽11月17日…公団から評価書の提出をうける。：
Ｉ

Ｉ

‐

‐

―

｜【〉5洋12月16日…市は評価ｗを桔査・検討い据

ｉ書を策定して事業者に‘提示。

汐5眸2月4日・‥12月市議会定例会で「京滋バイ

ｉ″スの樹脂に関する決議（案）」力快議される。

；ｃ〉57年9月29日…市と道路公団との間に京滋バイ

ｉパス環境保全協定を締結。

：

締
結
し
て
工
事
中
の
環
境
保
全
に

万
全
を
期
す
。

ｍ
協
議
機
関
の
設
置

市
と
日
本
道
路
公
団
は
、
剛
に

掲
げ
る
「
関
係
機
関
」
と
し
て
協

議
機
関
を
設
置
し
、
京
氾
バ
イ
パ

ス
の
供
用
に
伴
う
環
境
の
保
全
に

関
し
て
協
議
を
行
う
。

な
お
、
協
議
機
関
の
細
目
事
項

に
つ
い
て
は
、
両
者
協
議
の
う
え

定
め
る
。

㈲
そ
の
他

①
日
本
道
路
公
団
は
、
京
Ｅ
バ

イ
パ
ス
に
係
る
環
境
の
保
全
に
関

し
て
、
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と

思
わ
れ
る
道
路
構
造
及
び
附
帯
施

設
の
主
要
事
項
を
変
更
す
る
場
合

は
、
事
前
に
市
と
協
議
す
る
。

②
こ
の
協
定
に
定
め
の
な
い
事

項
ま
た
は
疑
義
も
し
く
は
変
更
の

必
要
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
都

度
両
者
協
議
し
て
定
め
る
。

以
上
が
協
定
の
概
要
で
す
が
、

㈲
に
掲
げ
る
「
覚
書
」
と
し
て
事

業
者
と
し
て
行
う
べ
き
基
本
的
事

項
を
内
容
と
し
た
「
京
滋
バ
イ
パ

ス
（
宇
治
地
区
）
の
建
設
工
事
施

工
に
関
す
る
覚
書
」
を
同
時
に
締

結
し
ま
し
た
。

京
滋
バ
イ
パ
ス
は
、
昭
和
四
十

六
年
十
二
月
に
建
設
省
・
日
本
道

路
公
団
が
近
畿
圏
整
備
計
回
の
一

環
と
し
て
計
画
。
混
雑
し
て
い
る

国
道
1
号
線
の
バ
イ
パ
ス
の
役
目

を
担
ら
も
の
で
す
。
こ
の
事
業
の

内
容
は
、
滋
賀
県
草
津
市
（
国
道

1
脅
線
）
か
ら
京
都
府
久
世
郡
久

御
山
町
（
枚
方
バ
イ
パ
ス
）
ま
で

の
延
長
約
二
八
・
ニ
キ
ロ
μ
で
、

主
な
通
過
地
は
草
津
市
、
大
津
市
、

宇
治
市
及
び
久
御
山
町
と
な
っ
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
く
β
し
を
守

る
基
本
的
な
立
場
か
ら
京
滋
バ
イ

パ
ス
環
境
対
策
協
議
会
夕
設
置
す

る
な
ど
、
住
民
の
意
向
の
反
映
し

た
環
境
影
響
評
価
に
努
め
て
海
歪

し
た
。
そ
し
て
、
五
十
五
年
十
二

月
に
十
項
目
の
市
長
見
解
夕
遺
路

公
団
と
建
設
省
に
提
示
し
ま
し
た
。

今
回
の
環
境
保
全
協
定
の
締
結

に
伴
い
、
京
氾
バ
イ
パ
ス
建
設
事

業
は
昭
和
六
十
二
年
度
完
成
に
む

け
て
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

京滋バイパス

放置自転車は！

愛車は泣いています

　
ａ
ａ
ｉ
ｉ
≪
８
≪
ｆ
<
m
て
づ
ま
ヌ
。
Ｅ
　
こ
主
’

は
僕
を
道
路
に
置
い
た
ま
ま
迎
え
に
来
て
。

な
く
な
り
ま
し
た
。
先
月
の
二
十
一
日
、
一

ら
エ
フ
を
付
け
貨
れ
二
十
九
日
に
は
撤
毛

と
の
予
告
、
僕
は
他
人
に
導
寧
か
け
て

の
で
す
。
で
も
、
ご
主
人
様
は
つ
い
に
来
一

れ
ず
、
九
十
四
台
の
仲
間
と
と
も
に
仙
郷
１
　

立
処
分
地
に
つ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
、
多
く
の
仲
間
が
走
っ
て
り

と
７
か
、
私
た
ち
の
ぷ
っ
に
な
ら
な
い
ぷ
・

切
に
乗
っ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
お
願
い
・

す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
銀
輪
太
郎
劣

環境保全協定を締結



1982年（昭和57年）10月11日発行（2）宇ｉ台にミＢｅだより第608号

宇治市消費生活展を開催

第
三
回
宇
治
市
消
費
恚
辰
は

十
月
二
十
三
日
と
二
十
四
日
（
午

前
十
時
～
午
堡
八
時
半
）
、
二
十

五
日
（
午
前
十
時
Ｉ
午
後
四
時
）

の
三
日
間
、
レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

西
友
ス
ト
ア
ー
宇
治
店
で
開
催
。

今
回
の
消
費
牛
活
展
か
ら
、
広
く

暮
ら
し
か
見
直
す
機
会
か
提
供
す

る
た
め
、
市
内
各
地
域
持
ち
回
り

で
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

消
費
者
と
し
て

必
要
な
選
択
力

こ
の
消
費
生
活
展
は
、
ぷ
ず

の
暮
ら
し
は
わ
た
し
の
手
戸
と

い
う
テ
ー
マ
で
、
受
身
の
消
費
者

か
ら
目
主
的
に
考
え
、
選
択
し
、

行
動
を
通
し
て
豊
か
な
暮
ら
し
を

築
い
て
い
く
消
費
者
へ
と
な
る
た

め
、
み
ん
な
で
考
え
合
ラ
も
の
で

す
。
と
く
に
、
家
庭
を
中
心
と
し

た
食
牛
居
と
健
康
の
問
題
な
ど
を

考
え
直
し
ま
す
。
消
費
者
団
体
で

は
、
日
々
の
牛
活
で
考
え
さ
せ
ら

れ
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て

の
活
動
発
表
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
は
思
兄
る
危
険
に
敏
感

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
見
え
な
い

不
安
に
は
鈍
感
な
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
簡
便
さ
の
中
で
、
大
切
な

食事をはじめ、ヽ生活を見直してみましょう（料理講習会で）

も
の
を
失
わ
な
い
ぷ
つ
に
自
分
自

身
の
家
庭
か
ら
見
直
し
て
み
ま
し

会場略図

Ｎ
４

ｍ
ｉ
’
4
0
成
洗
剤
問
題
な
ど
目
軽
に
ご
来
易
く
だ
さ
い
・

各
種
の
診
断
や
啓
累
加
物
の

抽
出
実
験
、
多
く
の
団
体
か
ら
の

展
示
、
パ
ネ
ル
に
よ
る
説
明
な
ど

楽
Ｌ
｝
く
、
た
め
に
な
り
、
そ
し
て

ち
ょ
っ
ぴ
り
驚
く
よ
ラ
な
催
し
内

容
で
す
。
（
入
場
無
料
）

◇

▽
栄
養
診
断
コ
ー
ナ
ー

あ
な
た
の
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン

ス
な
ど
、
栄
養
士
が
診
断
を
し

未
了
。
塩
分
や
糖
分
に
つ
い
て

・ 4 － ● － － －

□刑じ小
倉
駅

▽
モ
ニ
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
グ

ル
ー
プ
研
究
を
発
表
し
毒
了
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
食
品
用
ラ
″

プ
、
空
び
ん
、
く
だ
も
の
の
効

］
‐
‐
・
…
：
：
：
：
―
：
：
：
：
：
：
1

で》

－
自
－
－
－
1
1
1
－
1
1
－
－
―
Ｉ
Ｉ
－
－
－
1
1
1
1
1
1
1
－
―
Ｉ
Ｉ
｀

用
チ
ラ
シ
、
パ
ネ
ル
展
示
。

▽
そ
の
他（

Ｔ
Ｖ
ビ
デ
オ
〉
食
生
活
を
再

認
識
さ
せ
る
ビ
デ
オ
の
放
映
。

（
即
売
〉
産
地
直
送
の
野
菜
な

ど
を
即
売
い
た

1

ぶ
チ
。

や
海
尉
の
ヨ
ノ
陣
を
お
れ
る
か

は
ヽ
哉
く
か
ら
恰
が
と
さ
れ
ヽ
尉

が汲4ヽ豊ｌの
｀みう臣叉毎だか

三2上あ故こ秀￥年別こ
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

が汲4ヽ豊ｌ
｀みう臣叉毎，

三2上あ故こ秀￥年
ノげ事し吉と。

愉
ま
つ
ノ
の
恥
に
は
ヽ

が
こ
の
私
を
ぶ
ん
だ
と

に
ち
な
ん
で
ヽ
「
恰
私

亀
ゝ
お
こ
ｒ
‘
の
儀
」
が
行
わ
れ
ま
す

！
み
ず
ち
や
4
つ
か
間
の
水
を
茶
の
湯
に
使

う
と
い
う
の
は
乱
広
言
尉
柵

め
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

船
影
八
封
（
一
五
六
五
）
の
心

肛
ヽ
が
極
（
か
か
尉
）
の
か
柳
原

船
諮
翁
ヽ
郁
恰
な
宕
秒
似
な
ど

の
参
Ｍ
を
獄
い
て
麗
い
た
難
加
に

宇治の名水

は
二
尹
陣
の
和
を
は
る
ば
る
參

か
ま
で
恕
ん
で
倣
い
ま
し
べ
ま

む茶Ｓ三2た
人ｙこ人3ビノ

尉
4
詔
献
と
い
う
皐
Ｍ
は
ヽ

睦
の
水
を
4
沢
麗
と
い
う

も
説
明
。
パ
ネ
ル
展
示
も
。

▽
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

家
庭
で
、
魚
9
吊
か
な
ジ

。
ユ
ー
ス
”
を
よ
く
飲
み
ま
せ
ん

か
ト
に
合
成
着
色
料
検
出
の
実

験
夕
仔
っ
て
み
ま
す
。
ほ
か
に

争
浄
に
は
二
言
陣
の
か
の
ほ

か
に
も
、
恰
れ
と
か
わ
れ
た
み
き

和
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
ヽ
刊
筝
に
御
師
の
み
か
洽

ぢ
熾
揺
楸
枇

く
も
λ
す
ぃ
公
文
水
、

い
ど
の
井
戸
、

き
り
は
・
心
す
ぃ
く
桐
原
水
な

水
」
と
し
て

な宇うべ：
広Ｘど治しノ
くがじ坂ぷの

⑩

そ
ば
に
あ
っ
た

｀神ｔの
社Ｓ下ｋ

し
し
よ
っ
き
の
百
夜
月

ら
か
ｈ
の
中
に
涌

「
や
沁
七
松

知
ら
れ
て
い
ま

ま
た
、
む
か
し
は
や
沁
ぽ
京
り

に
も
’
－
ｗ
の
あ
る
知
戸
や
み
き
が

が
、
あ
ち
こ
ち
に
あ
り
ま
し
た
。

に
脇
］
絹
歌
の
耐
5
の
「
淑
湿
知

戸
」
ヽ
公
截
耐
に
あ
っ
た
「
か

撒
が
」
な
ど
が
そ
れ
で
ヽ
乱
く
か

ら
且
要
な
像
ぶ
と
し
て
ヽ
對
く
の

聡
だ
が
逮
っ
た
逮
で
す
か
ら
丿

－”～

・゛’Ｓｆ／゛“●ａ

”／●●～－－・．～

’～Ｗ●㎜■■－

一
・ｉ－・・¶●●ａ■■●÷

－－

れ
ら
の
か
は
伽
逮
の
心
群
の
く
ら

し
に
倣
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、

拠
幻
の
た
め
に
も
が
匹
な
和
だ
っ

いを逮のたう飲州ぺ先；のま
し

に下ヵヽの

失2やは

が
と

の
「
示
船
印
の
知
戸
」
も
そ

伝万んかつ

1
4
と
く
た
い
し
で
、
む
か
し
聖
徳
太
子
が

肪；でか
た

つ
た
と
き
に
、
そ
の
ね

の
ど
を
う
る
お
し
た
と

が
、
語
り
つ
が
れ
て
い

で
も
・
そ
れ
ら
の
松
沢

生3と

活欠ん
のど
方4は
法ｇ｀

桐ａな

が
た
を
消’原町

が地らそ

変ｚ下ヵヽれ

つ水μ

た位いの

たの名ｎ

れ
、
い
ま
で
は
阿
弥

水
の
ほ
か
は
、
そ
の

し
て
し
ま
い
ま
し
た

゜す陀・ごめｆ氏丿水Ｊ¶い

（
歴
史
資
料
室
）

ｎｏ

然
環
境
や
健
康
に
つ
い
て
も
、
私

た
ち
の
安
全
な
暮
ら
し
忿
守
る
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
生

活
は
単
に
家
庭
内
に
と
ど
ま
ら
な

い
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
気

催
し
も
の
の
内
容

も
糖
度
計
で
、
果
汁
飲
料
の
中

に
ど
れ
だ
け
糖
分
が
入
っ
て
い

る
か
を
目
で
見
て
い
た
だ
ぐ
こ

八
石
予
定
。
ま
た
、
精
製
塩
と

精
製
し
て
い
な
い
塩
の
違
い
を

お
試
し
く
だ
さ
い
。

▽
計
Ｉ
コ
ー
ナ
ー

近
鉄

］
「

▽
電
気
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー
ナ
ー

か
し
こ
い
電
気
の
使
い
方
な
べ

電
気
の
よ
Ａ
ず
相
談
か
受
け
付

け
孚
。

▽
修
理
コ
ー
ナ
ー

再
利
用
で
き
る
も
の
も
多
く
あ

り
ま
す
。
く
つ
・
か
さ
の
修
理
、

刃
物
と
ぎ
。
有
料
。

▽
相
談
コ
ー
ナ
ー

訪
問
販
売
に
よ
る
被
害
な
ど
、

消
費
生
活
に
関
す
る
こ
と
は
何

ん
で
も
、
消
費
生
活
相
談
員
が

お
聞
き
し
栄
す
。

▽
消
費
者
団
体
コ
ー
ナ
ー

各
団
体
が
い
ろ
い
る
な
テ
ー
マ

で
発
表
し
ま
す
。
物
価
の
動
き
、

空
缶
問
題
、
水
道
水
は
安
全
か
、

ご
み
べ
ら
し
と
ご
み
の
認
識
、

Ｉ
＋
Ａ
Ｗ
の
消
費
動
向
調
査
、
家

庭
か
ら
食
品
公
害
か
遣
放
。
生

協
製
品
の
展
示
。
パ
ネ
ル
展
示
。

近
ご
ろ
ズ
ボ
ン
や
ス
カ
ー
ト
が

少
し
き
つ
く
な
っ
て
…
あ
な
た

の
身
長
、
体
重
か
ら
肥
満
度
を

測
定
1
柔
ｙ
。

▽
手
づ
く
り
食
品
コ
ー
ナ
ー

家
庭
で
で
き
る
お
菓
子
。
ひ
と

工
夫
の
お
や
つ
と
「
四
季
の
か

お
り
」
の
つ
け
も
の
。
応
募
の

あ
っ
た
「
わ
が
家
の
自
慢
料
理
」

な
ど
の
食
品
欠
展
示
。
作
り
方

鷺
寛
え
て
ぐ
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
忘
詮
で
は
、
天
ぷ

ら
な
ど
に
使
っ
た
後
の
廃
油
か
ど

の
ぷ
つ
に
処
理
し
て
い
車
ふ
。

消
費
牛
活
展
で
は
、
料
理
に
使

収
業
者
か
拉
笹
っ
け
ん
と
交
換

し
て
い
る
ヶ
Ｉ
ス
が
多
い
ぷ
フ
で

す
。く

わ
し
い
こ
と
は
、

廃
油
（
食
用
油
）
を
回
収

2
3
・
2
4
日
の
2
日
間

つ
た
油
が
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
を

み
な
さ
ん
と
考
汲
る
と
と
も
に
、

廃
油
回
収
も
行
い
未
丁
。
す
で
に
、

廃
油
の
回
収
に
取
り
組
ん
で
い
る

町
内
会
や
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
回

回
収
コ
ー
ナ
ー
で
お
聞
＜
ｒ
ｔ
）
Ｖ
だ
さ

い
。

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
3
日
と
2
4
日
の

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▼
と
こ
ろ
人
蕩
前
の
駐
車
場

ふ
る
さ
と
む
か
し
話

10月23日・24・25日西友ストアー宇治店で

あすの暮らしはわたしの
手で

駐車場

で

消費生活展会場
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国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

の
自
己
負
担
限
度
額
は
、
従
来
・
一

ヵ
月
三
万
九
千
円
で
し
た
が
、
法

令
の
改
正
に
よ
り
、
九
月
診
原
分

か
ら
四
万
五
千
円
に
、
ま
た
五
十

八
年
一
月
診
療
分
か
ら
五
万
一
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
市
町
村
民
税
の
非
課

税
世
帯
に
つ
い
て
は
、
三
万
九
千

円
で
据
え
置
か
れ
毒
ｙ
。

高
額
療
養
費
と
は

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
が
病

気
や
ヶ
が
で
受
診
し
た
場
合
、
医

養
費
の
七
割
を
国
民
健
康
保
険
が

医
療
機
関
に
支
払
い
、
三
割
が
本

人
負
揖
と
な
り
未
了
。
こ
の
三
割

分
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
そ

の
超
え
た
額
を
払
い
戻
す
こ
と
を

高
額
原
養
費
制
度
と
い
い
ま
す
。

計
算
は
次
の
よ
シ
な
基
準
に
な

り
ホ
ヂ
。

▽
暦
月
ご
と
に
計
算

月
の
一
貝
ぶ
月
末
ま
で
の
受

診
竺
力
月
と
し
て
、
月
単
位

Ｖ
ｔ
－
ｎ
算
し
示
す
。
例
え
ば
、
月

牽
婁
伽
っ
て
入
院
し
た
握
Ｒ

そ
れ
ぞ
れ
の
月
の
医
原
費
は
加

算
で
き
ま
せ
ん
。

マ
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算

別
々
の
病
院
宮
殿
所
の
受
診

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
や
診
療

所
で
計
算
し
、
合
算
鳶
ハ
ま
せ

ん
。
ま
た
、
総
合
病
院
の
各
診

療
科
で
の
受
診
石
別
々
に
計
算

公民館のお知らせ
☆

第
2
回

木
幡
公
民
館
ま
つ
り

木
幡
公
民
館
で
は
、
第
二
回
木

幡
公
民
館
ま
つ
り
を
実
行
委
員
会

さ
れ
ホ
ヂ
。

＞
差
額
べ
＾
ｕ
．
や
付
添
い
署
護
料

入
院
時
の
差
額
べ
″
ド
代
や
、

基
匯
看
護
の
病
院
へ
の
入
院
時

の
付
添
肴
護
料
な
ど
は
、
保
険

診
療
が
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
’
ｊ
！
Ｐ
い
こ
と
は
保
険
年

金
課
ま
で
お
問
い
＜
ｔ
ｌ
Ｃ
＼
く
だ
さ

い
。
（
保
険
年
金
課
）

○宇治市公民館…宇治里尻71の

9（ａＲ2804）

Ｏ宇治市木幡公民館…木幡内畑

34の7（ａ⑩8290）

○宇治市小禽公民館…小介町寺

内91（Ｓｃ4687）

（
二
十
五
団
体
）
と
共
催
で
開
き

ま
す
。

第
一
部
の
内
容
は
右
下
表
の
と

お
り
で
す
。
出
品
を
希
望
さ
れ
る

人
は
十
月
十
五
日
ま
で
に
宇
治
市

木
幡
公
民
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ

第2回木幡公民館まつり開催内容

催し物 とき

盆栽・山野草・≪ｉ花・園芸植物・生花展
10／23（ＩＪ

1024（11）

午前9時Ｓ

午後5時

園芸植物・山野’7講ｒ，会 ｉＯ／24（ｌＩ）
午前ｌＯＢ．ＪＳ

正午

盆栽講習会

10／24（11）
午ｉｌｌ時Ｓ

午後3時
菊作り講習会

ぉ茶啼（1席200円） 10／24（11）
午前ｉｏ時Ｓ

午後4時

い
。
多
数
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
未
了
。

☆

同
和
教
育
講
座

為
政
者
に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ

ら
れ
て
童
蔀
落
差
別
は
、
現
在

も
な
お
か
つ
現
存
し
、
人
間
の
基

本
的
人
権
を
侵
害
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
和
問
題
か
蒋
学
的
に

と
ら
汲
、
歴
史
や
実
態
か
ら
学
び

同和教育講座・日程表

とき 学習テーマ 予定講師

1
10／22ｍ
開講式部落差別とは何か1

（実態）

宇治市教介委只会
萬守社会教育主■Ｉｖ

2
10／29図部落差別とは何か2

（歴史）

宇治市教育委ｎ会

伊藤勉社会教育主事

3 11／4（ね
同和問題と
教青の実態と展望

京都市教育委員会
生徒福祉課

4 11／12胴
同和問題と自分たちの生活との

かかわり

萬守社会教育主事伊藤勉社会教育主ｆ’

自
己
夕
み
つ
め
な
お
し
、
実
践
し

て
い
き
、
同
和
問
題
の
解
決
に
向

か
い
圭
し
ょ
う
。
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
▼
時

間
・
：
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
4
時

▼
会
場
・
：
宇
治
市
公
民
館
▼
定
員

・
・
洵
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
・
：

は
が
き
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
（
同
和
教
育
講
座
希

芦
と
記
入
）
か
、
電
話
で
宇
治

市
公
民
館
へ
。

☆

第
1
回

花
と
緑
を
楽
し
む

園
芸
植
物
展

市
民
の
み
な
さ
ん
が
丹
精
を
こ

め
て
作
ら
元
だ
園
芸
植
物
が
、
必
一

場
に
所
狭
し
と
陳
列
し
て
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
の
園
芸
作
業
の
た

め
に
も
、
ご
来
館
の
う
え
ご
鑑
賞

く
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
ｃ
月
1
6
日
出
の
午
前

9
時
～
午
後
5
時
、
1
7
日
間
の
午

前
9
時
～
午
後
4
時
▼
会
場
・
・
・
宇

治
市
小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
・
・
草
花
、

観
葉
植
物
、
盆
栽
等
。

園
芸
講
習
会
の
お
知
ら
せ

▼
と
き
…
1
0
月
1
7
日
㈲
、
Ｉ
回

目
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
、
2
回
目

―
午
後
1
時
～
3
時
▼
と
こ
ろ
・
：

宇
治
市
小
倉
公
民
館
▼
内
容
・
：
園

芸
植
物
、
山
野
草
、
花
木
の
植
え

か
兄
に
つ
い
て
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
☆

第
1
回
菊
花
展

出
品
作
品
を
募
集

小
倉
公
民
館
で
は
、
小
菊
盆
栽

を
中
心
と
し
た
菊
花
展
を
、
十
一

月
十
三
日
出
、
十
四
日
面
に
開
く

予
定
で
す
。

日
頃
、
丹
精
を
こ
め
て
作
ｔ
Ｓ
ｌ
れ

た
、
あ
な
た
の
作
品
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
宇
治
市
小

倉
公
民
館
へ
。

育成学級のミニ運動

会

市
で
は
現
在
、
十
九
の
小
学

校
（
笠
取
地
域
を
除
ぐ
）
で
、

市
の
独
自
制
度
と
し
て
二
十
八

の
育
成
学
級
を
開
設
。
保
護
者

の
共
働
き
な
ど
に
よ
る
、
昼
間

不
在
家
庭
の
児
童
約
千
百
人
を

対
象
に
、
放
課
後
の
安
全
と
ａ

全
育
成
牽
の
ざ
し
学
童
保
育
を

進
め
て
い
求
ｙ
。

育
成
学
級
で
は
、
小
学
校
内

の
プ
レ
ハ
ブ
や
空
教
室
か
莉
用

し
活
動
。
特
に
夏
休
み
な
ど
一

日
開
設
し
て
い
る
の
で
保
育
に

変
化
か
石
だ
ぜ
、
他
校
と
の
交

流
を
図
る
た
め
合
同
保
育
か
仔

っ
て
い
ま
す
。

今
夏
は
、
八
月
二
十
五
日
に

西
大
久
保
小
学
校
で
、
二
土
八

日
に
菟
道
第
二
小
学
校
で
、
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
。
各
々
、
約

二
百
五
十
人
の
児
島
ぶ
加
し
、

指
導
員
の
指
導
の
下
、
ゲ
ー
ム
、

仮
装
行
列
、
対
抗
リ
レ
ー
な
ど

夏
休
み
の
終
盤
の
一
日
夕
薬
し

み
ま
し
た
。
（
写
其
は
、
西
大

保
、
大
開
、
大
久
保
、
平
盛
の

四
校
の
合
同
で
位
ｐ
れ
た
西
大

久
保
小
学
校
で
の
運
動
会
）

（
社
会
教
育
課
）

Ｉｌｌ

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
制

度
を
は
じ
の
、
厚
生
年
金
保
険
、

各
種
共
済
組
合
な
ど
八
つ
の
公

的
年
金
制
度
が
あ
り
、
国
が
給

付
費
の
一
部
や

事
務
費
な
ど
を

負
担
し
て
い
ま

す
。国

民
年
金
は
、

農
林
漁
業
、
商

業
や
サ
ー
ビ
ス

業
な
ど
の
自
営

業
者
、
自
由
業

者
と
そ
の
家
族

及
び
五
人
未
満

の
事
業
所
の
従

業
員
と
そ
の
家

族
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
は
、

20歳になったら必ず加入を

二
十
歳
か
息
〈
十
歳
ま
で
の
間
、

必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

ま
た
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

国民年金等に加入する人たち
さ
ん
な
ど
は
、
任
意
に
加
入
す

る
こ
と
が
で
奎
手
］
。

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る

年
金
の
種
類
は
、
老
齢
年
金
、

通
算
老
齢
年
金
と
い
っ
た
老
後

の
所
得
保
障
の
他
、
万
が
一
の

と
き
に
も
障
害
年
金
、
母
子
年

金
、
準
母
子
年
金
．
遺
児
年
金
、

寡
婦
年
金
と
い
っ
た
年
金
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
年
金
は
、
物
価
の

上
昇
に
応
じ
て
引
を
か
ひ
れ

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
ゐ

で
、
将
来
目
減
り
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
’

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
定

額
が
Ｉ
ヵ
月
、
五
千
二
百
二
十

円
で
す
。
必
ず

い
く
ぶ
っ
、

し
ょ
う
。

加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人

で
、
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が

困
難
な
人
に
は
、

免
除
の
制
度
も

あ
り
圭
ｙ
。

国
民
年
金
は
、

私
た
ち
の
生
活

を
守
る
大
切
な

も
の
で
す
。

将
来
に
わ
た
っ

て
、
充
実
し
安

定
に
巡
年
金
制

度
に
発
展
し
て
Ｉ

み
ん
な
で
育
て
ま

（
保
険
年
金
課
）

♂●Ｉ・●●●●●●・

高谷久恵さん（49）
笠取婦人防火クラブ委員長

「
笠
取
か
ら
火
災
は
出
し
ま
せ
ん
」

と
哲
う
、
市
内
唯
一
の
笠
取
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
委
員
長
の
高
谷
久
恵
さ
ん
。

笠
取
地
域
は
山
間
地
で
も
あ
り
、
昼

間
は
男
手
か
不
足
す
る
こ
と
な
ご
か
ら
、

五
十
五
年
十
一
月
に
地
域
婦
人
会
の
併

合
組
織
と
し
て
、
宇
治
市
初
の
婦
人
防

地域が育てた婦人防火クラブ

火
ク
ラ
ブ
が
誕
生
し
た
。

「
ま

予
防
か
ら
と
い
ラ
趣
旨
で
出

発
し
ま
し
た
が
、
当
初
は
ほ

と
ん
ど
居
動
が
で
き
な
く
っ

て
」
と
高
谷
さ
ん
。

防
火
ク
ラ
ブ
結
成
後
の
五

土
〈
年
の
出
初
式
に
初
参
列
、

同
年
九
月
に
は
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
の
寄
付
か
受
け
た
。

そ
し
て
、
今
年
八
月
二
土
〈

日
、
婦
人
会
と
切
り
離
し
て

独
自
の
体
制
つ
く
り
を
応
ざ

し
再
発
足
し
た
。
メ
ン
バ
ー

小
型
動
力
ポ
ン
プ
で
初
馴
練
（
九
月
二
十
日
）

に
は
機
動
力
の
あ
る
九
人
が
選
ば
れ
、

高
谷
さ
ん
は
委
員
長
に
再
選
さ
れ
た
。

「
東
西
笠
収
の
両
区
長
さ
ん
や
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
支
え
が
あ
っ
て
結
成

の
は
こ
び
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
。

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
結
成
に
至
る
ま

で
は
、
宇
治
市
消
防
署
の
指
導
・
助
言

を
受
け
た
東
宇
治
消
防
分
団
第
七
部

（
東
西
笠
取
二
十
一
人
で
構
成
）
部
長

の
岸
本
正
次
郎
さ
ん
（
五
七
）
や
東
西
笠
取

両
区
長
を
中
心
に
、
「
地
域
を
あ
げ
て
防

火
か
考
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
地
道
な

努
力
が
あ
っ
た
こ
と
公
兄
の
が
せ
な
い
。

「
第
一
線
に
は
出
れ
な
い
が
、
婦
人

で
で
き
る
こ
と
な
ら
、
何
か
の
お
役
に

立
ち
た
い
。
ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の

参
加
を
」
と
高
谷
さ
ん
は
語
る
。

（
た
か
や
ひ
さ
え
さ
ん
・
宇
治
笠
取

簡
易
郵
便
局
勤
務
・
ご
主
人
と
娘
さ
ん

の
三
人
家
族
。
東
笠
取
中
鴫
に
を
住
）

国民健康保険の高額療養費

厚生年金等に加入する人たち

宇
治
に
生
き

る

私
た
ち
と
国
民
年
金

自己負担限度

額が改定
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秋の狂犬病予防接種

生後3ヵ月から必ず接種を

日程表

実施月日 時間 会場

10月19日（火）
9：30－11：30

13：15－15：00

広野集会所

（大久保小前）小介山際集会所

10月20日伽
910

13

30～10
50－ｎ

15～15

30

3015

束木幡集会所
北木幡集会所

御蔵山集会所

10月21日團
9

10

13

30－

20～

15－

0

15

00

4000

広野公民分館

南陵集会所

小倉公民館

10月22日

㈲

91330～11

15～14
3055
城南荘集会所

開公民分館

10月25日圓

9

1011

1314

30～

20～20～

15－30～

0

1

1

45

00

0040

1510

志津川公会堂跡

（消防器具庫前）棋島農協前

東目川公民分館

紫ヶ丘公民分館

砂田集会所

10月26日（火）
9

10

13

30－

40－

15～

01

5

2030

45

緑ヶ原集会所

伊勢田北集会所

西小倉集会所

10月27日

團

9：30～11：30

13：15－13：4514：00－14：50

木幡公民分館

（木幡神社内）南木幡集会所

南部福角集会所

10月28日團
910

13

30～

45～

15～

01

4

3030

55

菟迫公民分館
明星集会所

東宇治中学枚

10月29日㈲

9

910

13

14

20～

50－

30－

15～

40－

90

14

6

4005

3015

00

善法奥会所元白川公民分館

大久保農協前
旦椋公会堂

宇治保健所

11月1日（月） 10：00－16：00
笠取・ニノ尾・

池ノ尾

秋
の
狂
犬
病
予
防
接
種
が
、
十

月
十
九
日
か
ら
右
表
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。

こ
の
予
防
接

種
は
、
春
と
秋

の
年
二
回
受
け

な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
生
後

三
ヵ
月
以
ヱ
の

犬
を
飼
っ
て
い

る
人
は
、
必
子

受
け
さ
せ
て
ぐ

だ
さ
い
。

費
用
は
、
春

に
登
録
し
た
犬

は
士
〈
百
六
十

円
、
春
に
禾
登
録
の
犬
は
三
千
七

百
六
十
円
（
注
射
手
数
料
千
三
百

円
、
注
射
済
票
三
百
六
十
円
、
登

録
料
二
千
百
円
）
で
す
。

な
お
、
予
防
接
種
会
場
で
の
犬

の
ふ
ん
便
は
、
飼
主
が
責
任
か
も

っ
て
処
理
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

（
保
健
衛
生
課
）

市
職
員
を
募
集

1
0
月
1
8
日
か
ら
願
書
受
付

宇
治
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

一
般
事
務
職
・
・
・
昭
和
3
3
年
4
月

2
日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
、

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
高
校
卒
業

程
度
の
学
力
を
有
す
る
人
。
若
干

名
。

土
木
技
師
・
・
・
昭
和
3
0
年
4
月
2

日
～
4
0
年
4
月
1
日
に
生
毒
れ
、

高
校
以
上
の
学
校
で
土
木
の
課
程

を
修
得
し
た
人
、
ま
た
は
昭
和
5
8

年
3
月
に
修
得
見
込
み
の
人
。
若

干
名
。

・・・・－－

相
談
内
容
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
や
補
装
具

の
交
付
に
必
要
な
診
断
、

施
設
入
所
、
更
牛
牽
療

の
相
談
、
補
装
具
の
適

ふ
寝
査
や
型
取
り
・
仮

ｙ
Ｂ
せ
、
機
能
回
復
訓

㎜－－・－

練
の
相
談
、
言
語
障
害

の
治
療
相
談
な
ど
で
、

全
て
無
料
で
応
じ
ま
で
。

補
装
具
を
お
持
ち
の
人

は
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
‘

い
。

〈
第
一
次
試
験
〉

▼
と
き
・
：
Ｈ
月
7
日
㈲
、
午
前

8
時
4
0
分
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治

中
学
校
▼
申
込
み
・
：
市
販
の
履
歴

書
（
来
春
高
校
卒
業
見
込
み
の
人

は
、
近
畿
高
等
学
校
統
一
用
紙
を

使
用
の
こ
と
）
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月
以
内
に
撮

影
し
た
本
人
の
写
真
か
ほ
っ
て
、

申
込
妻
ゑ
え
て
職
員
課
へ
提
出

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
受

付
け
は
し
ま
せ
ん
。
実
施
要
項
と

申
込
書
は
職
員
課
に
あ
り
ま
す
▼

受
付
期
間
・
・
・
1
0
月
1
8
日
囲
～
1
0
月

2
6
日
脚
。
（
職
員
課
）

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
1
8
日

側
、
午
後
Ｌ
時
～
3
時

▼
と
こ
ろ
・
・
木
幡
公
民

館
▼
診
査
料
目
・
・
・
耳
鼻

咽
喉
科
、
整
形
外
科
▼

持
ち
物
・
・
・
印
鑑
と
手
帳
。
一

手
帳
の
交
付
及
び
、
恵

交
付
の
申
請
に
は
写
皇

（
縦
4
り
μ
χ
横
3
ｒ
ｉ

μ
）
1
枚
が
必
要
・
一

な
お
ヽ
今
回
は
眼
竺

の
診
査
は
あ
り
ま
せ
Λ（

福
祉
課
二

ｂ
－
自
1
自
1
1
Ｓ

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

〈
六
地
蔵
・
木
幡
地
域
〉
▼
と

き
…
1
0
月
1
2
日
、
午
後
7
時
半
ト

9
時
4
0
分
▼
と
こ
ろ
…
木
幡
公
民

館
。
〈
笠
取
地
域
〉
▼
と
き
・
：
1
0

月
2
1
日
、
午
後
7
時
半
ト
1
0
時
▼

と
こ
ろ
・
：
笠
取
集
会
所
。

傍
聴
ぐ
だ
さ
い
。
（
企
画
課
）

市
民
総
合
体
育
大
会

軟
式
庭
球
の
部

▼
と
亭
・
・
1
0
月
2
4
日
間
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
栞
公
園
コ
ー
ト
▼
種
目
・
・
・

一
般
男
子
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ク
ラ
ス
。

一
般
女
子
Ａ
・
Ｂ
ク
ラ
ス
、
壮
年
、

家
庭
婦
人
▼
参
加
料
・
：
Ｉ
チ
ー
ム

六
百
円
▼
参
加
資
格
・
：
市
民
と
市

内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
高
校

生
以
上
の
人
▼
申
込
み
…
1
0
月
1
5

日
必
着
で
的
場
一
さ
ん
（
広
野
町

中
島
1
3
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
教
室

〈
軟
式
テ
ニ
ス
〉
▼
と
き
・
：
一
…
一

鳳
曾
苗
～
1
1
月
1
4
日
㈲
、
毎
週

土
・
日
曜
日
の
8
日
間
、
午
後
1
時

～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
黄
槃
公
園
コ

ー
ト
▼
対
象
…
高
校
生
以
上
5
0
人

▼
登
録
料
・
：
五
百
円
。

〈
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
〉
▼
と
き
・
・
・

1
0
月
2
3
日
出
～
Ｈ
月
1
4
日
㈲
、
毎

週
土
・
日
曜
日
の
8
日
間
、
午
後

2
時
～
4
時
▼
と
こ
ろ
・
：
平
盛
小

学
校
▼
対
象
・
・
・
中
学
生
以
上
4
0
人

の
女
子
▼
登
録
料
…
五
百
円
。

申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
、

い
ず
れ
も
市
民
体
育
課
（
容
⑩
3

1
4
1
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
行
い
水
子
。

▼
と
き
…
1
0
月
1
7
日
間
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
：
大
開
小

学
校
。
運
動
の
で
き
る
服
装
で
、

直
接
会
場
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

秋
の
料
理
教
室

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
0
日
團
、
午
後

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
労
働

セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
講
師
…
料
理
研

究
家
星
野
美
智
子
さ
ん
▼
費
用
・
：

講
習
は
無
料
。
材
料
費
千
五
百
円

▼
定
員
…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申

込
み
・
・
・
材
料
費
夕
添
え
て
、
直
接

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
宇
治

里
尻
7
1
－
9
）
の
窓
口
へ
。
電
話

で
の
申
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

太
極
拳
体
操

▼
と
き
…
1
0
月
2
5
日
囲
か
ら
毎

週
一
回
月
曜
日
6
ヵ
月
間
、
午
後

7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
労

働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
▼
内
容
…
簡
化

太
極
拳
▼
講
師
・
・
・
宇
治
太
極
拳
同

好
会
会
員
▼
費
用
…
無
料
、
た
だ

し
資
料
代
な
ど
月
額
千
円
▼
定
員

…
4
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
込
み
…

宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
き
⑤

2
3
1
5
）
へ
。

（
宇
治
労
働
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
）

読書週間の記念講演会

角田文衛さん平安博物館長

秋
の
読
書
週
間
は
十
月
二
十

七
日
か
ら
十
一
月
九
日
ま
で
。

今
年
は
「
読
書
は
あ
な
た
の
無

限
の
宇
宙
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

始
ま
り
ま
す
。

市
民
図
書
室
で
は
、
こ
の
読

書
週
間
を
記
念
し
て
、
平
安
博

物
館
長
の
角
田
文
衛
さ
ん
を
お

招
き
し
て
講
演
会
を
開
章
ま
す
。

角
田
さ
ん
は
、
古
代
史
の
専

問
家
で
、
今
回
の
講
演
で
は
、

藤
原
文
化
と
宇
治
の
か
か
わ
り

を
お
話
し
て
い
た
だ
泌
蛋
す
。

参
加
は
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

▼
と
き
…
1
0
月
2
7
日
團
、
午

後
1
時
開
場
、
3
時
半
ま
で
▼

と
こ
ろ
…
市
民
会
館
3
階
。

宇
治
市
立

幼
稚
園
大
会

ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
青
空
の
下

で
、
そ
こ
旬
た
ち
が
友
だ
ち
と

協
力
し
た
り
、
親
子
で
励
ま
し

合
っ
て
心
気
い
っ
ぱ
い
走
っ
た

り
、
遊
ん
だ
り
し
毒
司

み
な
さ
ん
の
ご
声
援
を
お
待

ち
し
て
い
未
了
。

▼
と
き
・
：
1
0
月
2
7
日
困
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
・
・
・
山

城
総
合
運
動
公
園
（
太
陽
が
丘
）

▼
主
催
…
宇
治
市
立
幼
稚
園
。

（
学
校
教
育
課
）

市
民
文
化
祭
作
品
を
募
集

秋
の
市
民
文
化
祭
（
展
示
の

部
）
が
十
一
月
六
日
・
七
日
、

宇
治
市
公
民
館
と
観
光
セ
ン
タ

ー
を
中
心
に
開
催
。
あ
な
た
の

力
作
を
出
品
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

▼
募
集
作
品
・
・
生
花
、
押
絵
、

ち
ぎ
り
絵
、
は
り
絵
、
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
、
人
形
、
盆
栽
、
水

石
、
菊
花
（
大
菊
花
鉢
個
別
、

盆
栽
、
福
助
作
り
）
、
エ
ス
ペ

ラ
ン
ド
、
書
道
（
半
切
の
仮
軸

お
冷
の
）
、
写
真
（
白
黒
、
カ

ラ
ー
と
も
四
ツ
切
）
、
短
歌
（
色

嘸
疸
冊
）
、
俳
画
（
色
紙
）
、

そ
の
他
▼
出
品
資
格
・
・
・
市
民
か

市
内
に
通
勤
・
通
学
す
る
人
▼

申
込
み
・
・
・
1
0
月
2
0
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）

内
の
文
化
祭
実
行
委
員
会
へ
。

（
社
会
教
育
課
）

市民会館での作品展示（昨年）
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私
と
ク
ラ
ブ木

幡
中
学
校
一
年
生
沢
則
子

私
は
九
月
に
な
っ
て
か
ら
ク
ラ

ブ
を
変
わ
っ
た
。
や
っ
ぱ
り
前
の

ク
ラ
ブ
と
は
少
し
ず
つ
違
っ
て
い

た
の
で
、
人
の
倍
以
上
の
こ
と
を

し
な
く
て
は
つ
い
て
い
け
な
い
と

い
う
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
だ
け
ど

今
で
は
、
こ
の
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て

自
分
が
な
ん
と
な
く
我
慢
強
く
な

っ
た
よ
之
池
？
子
る
し
、
先
輩

も
、
い
い
先
輩
で
本
当
に
収
か
っ

た
と
思
う
。

今
の
ク
ラ
ブ
は
し
ん
ど
い
け
れ

ど
、
私
は
練
習
の
厳
し
さ
に
は
、

い
く
ら
で
も
耐
え
て
い
こ
う
と
思

う
。
で
も
、
も
し
全
く
違
っ
た
意

味
の
な
い
厳
し
さ
を
無
理
に
押
し

付
け
ら
れ
る
と
い
や
に
な
る
。
例

え
ば
、
あ
る
ク
ラ
ブ
で
は
先
輩
に

対
し
て
は
、
頭
を
九
十
度
以
上
下

げ
、
一
人
に
最
低
二
回
は
あ
い
さ

つ
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。
も
し

守
れ
な
け
れ
ば
注
意
さ
れ
て
、
そ

の
た
め
に
よ
く
陰
で
先
輩
の
悪
口

を
言
っ
て
い
る
人
が
い
る
。
先
輩

た
ち
も
悪
口
碧
言
わ
れ
る
の
は
い

や
だ
ろ
シ
し
、
私
た
ち
も
い
つ
も

先
輩
と
心
が
通
見
号
て
い
る
よ

う
に
し
た
い
。
形
だ
け
の
先
輩
と

後
輩
の
仲
で
は
、
い
つ
も
び
ぐ
び

く
し
て
い
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
い
や
だ
。
ク
ラ
ブ
は
い
く
ら
厳

し
ぐ
て
も
、
そ
れ
が
私
た
ち
の
た

め
に
な
る
。
私
た
ち
は
練
習
の
時

の
厳
し
さ
か
求
め
て
い
て
、
先
に

書
い
た
よ
ラ
な
意
味
の
な
い
厳
し

さ
を
無
理
に
押
し
付
け
ら
れ
る
と
、

先
輩
に
対
し
て
の
信
頼
が
な
ぐ
な

っ
て
ぐ
る
と
思
う
。

私
は
、
今
の
ク
ラ
ブ
が
す
ご
く

自
分
に
竪
つ
っ
て
い
る
よ
之
拡

が
す
る
。
だ
か
ら
死
輩
と
も
仲
良

く
し
た
い
。息，＿＿＿

中学生の主張⑤

私
た
ち
の
思
っ
て
い
る
厳
し
さ

の
中
の
僚
し
さ
を
先
輩
に
も
分
か

っ
て
欲
し
い
と
尽
コ
。
。

・・・・・・●■■・・・■・・・・・・・■●■■・・■■・・・・－－■・・｜
このコーナーｒは、市教ｎ委員｜

1会が56年ａに中学生から募集した：

｜「中学生の主張」をシリーズでおＩ

Ｅ知らせしています。ヨ

・。・・・・－－■－・・■・・・・・・・・・－■■・・・慟・・・・・■■■仙・ｔ

素
直
な
心
が
自
分
を
高
め
る

西
小
倉
中
学
校
二
年
生
稲
葉
直
隆

素
直
と
い
う
の
は
、
一
つ
の
美

徳
だ
と
ぼ
ぐ
は
思
い
ま
す
。
素
直

な
心
は
思
い
や
り
の
心
、
ま
こ
と

の
心
で
も
あ
り
ま
す
。
Ｌ
石
Ｌ
誰

で
も
、
考
え
て
み
る
と
、
き
っ
と

素
直
に
な
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
言

え
ば
、
朝
、
家
の
人
に
「
今
日
は

雨
が
降
り
そ
う
だ
か
ら
傘
夕
痔
つ

で
付
き
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
と

き
、
僕
は
よ
く
「
荷
物
に
な
っ
て

め
ん
ど
ラ
だ
か
ら
、
だ
い
じ
ょ
う

ぷ
だ
」
と
我
を
通
し
て
、
傘
を
持
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
、
時
に
は
イ

た
ず
に
出
か
け
る
。
そ
ん
な
こ
と
・
ラ
イ
ー
フ
レ
た
り
す
る
け
れ
ど
、
心

が
、
他
の
人
も
よ
く
あ
る
の
で
は
は
ど
ｙ
つ
に
も
な
ら
な
い
か
ら
、
や

な
い
だ
う
7
か
。
こ
の
あ
口
が
た
っ
ぱ
り
、
自
分
を
励
ま
し
励
ま
し
、

い
親
心
を
て
ん
で
、
「
ハ
イ
」
と
気
か
と
り
直
し
何
と
か
「
日
一
日

素
直
に
傘
か
痔
っ
て
い
く
人
、
そ
頑
張
っ
て
み
よ
ラ
と
家
を
出
る
。

れ
が
ほ
ん
と
う
の
素
直
な
人
と
い
そ
れ
で
う
ま
く
い
く
こ
と
も
あ
る

え
る
で
し
ょ
う
。
し
、
い
か
な
い
こ
と
も
あ
る
。
う

そ
し
て
、
こ
ん
な
と
き
僕
た
ち
ま
く
い
け
ば
感
謝
し
、
う
ま
く
い

は
、
幸
せ
な
単
活
に
一
歩
4
つ
い
か
な
け
れ
ば
ふ
り
返
っ
て
反
省
し
、

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
我
を
準
こ
と
を
少
に
チ
つ
な
く

す
。
す
ぷ
つ
に
し
て
い
ま
す
。
こ
．
ｒ
＜
Ｋ

も
し
僕
が
素
直
で
な
い
と
し
た
れ
ば
、
大
き
い
あ
や
ま
ち
は
な
い

ら
、
き
っ
と
心
の
中
に
素
直
に
な
と
思
い
ま
ず
。
恐
る
べ
き
は
、
自

れ
な
い
何
か
が
あ
っ
て
、
心
が
歪
己
過
信
だ
る
云
旭
い
未
了
。
せ

め
ら
れ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
か
く
思
い
直
し
、
気
を
と
り
直

例
え
ば
、
我
が
強
く
て
何
事
も
利
し
て
、
少
に
芋
つ
積
み
重
ね
て
き

己
的
に
判
断
ず
る
と
か
、
心
に
不
た
自
信
が
、
い
つ
の
ま
に
か
思
い

平
不
満
が
あ
る
か
ら
と
か
、
自
己
上
が
り
、
感
謝
や
反
省
奮
沢
］
て
、

過
信
と
か
。
こ
の
よ
ラ
な
こ
と
が
自
分
以
外
の
人
の
よ
ラ
な
気
分
に

素
直
に
な
れ
な
い
原
因
だ
と
思
い
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と

ま
す
。
き
大
事
な
の
は
、
素
直
な
自
己
反

こ
の
長
い
人
生
、
ぼ
ぐ
は
い
ろ
省
と
自
己
評
価
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。素

直
と
い
う
の
は
い
い
こ
と
だ

が
、
度
が
過
ぎ
る
と
素
直
な
心
と

い
え
な
い
と
思
う
。
お
客
が
家
に

来
ら
れ
て
、
お
菓
子
を
出
す
こ
と

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
そ
ん
な
時
、

何
回
も
勧
め
ひ
れ
な
け
れ
ば
ロ
に

し
な
い
と
い
う
の
は
、
見
た
と
こ

ろ
上
品
な
ぷ
っ
に
見
え
ま
す
が
、

そ
こ
に
は
、
相
手
の
好
意
夕
素
直

に
受
け
と
れ
な
い
利
己
的
な
心
が

働
い
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

シ
か
。
そ
し
て
、
座
布
と
ん
も
同

様
に
言
え
る
で
し
ょ
う
。

遠
慮
も
過
ぎ
る
と
素
直
と
は
い

え
な
い
。
そ
れ
と
同
じ
で
我
悒
石

過
ぎ
る
と
表
面
は
素
直
で
も
、
内

心
反
抗
す
る
気
持
ち
が
大
命
Ｉ
、

思
い
や
る
心
遣
い
や
優
し
さ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
我
慢
の
素
直
さ
に
は
、

見
せ
か
け
だ
け
で
素
直
で
な
い
の

と
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ふ
っ
に
、
素
直
で
な
い
人

つ
ま
り
、
素
直
に
な
れ
な
い
性
格

の
大
は
自
分
で
幸
せ
へ
の
道
か
閉

ざ
し
、
運
命
忿
思
ぐ
し
て
い
く
よ

之
芒
と
に
な
り
東
天
。
お
だ

や
か
な
人
柄
”
は
素
直
な
人
の
こ

Ａ
Ｊ
Ｐ
あ
り
、
幸
せ
な
人
生
を
築
く

た
め
に
、
い
か
に
素
直
さ
が
大
切

で
あ
る
か
を
み
ん
な
に
も
知
っ
て

■
ｗ
Ｘ
Ｑ
Ｃ
。
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
ぼ
ぐ
は
、
ほ
ん
と
う

の
素
直
さ
と
は
ど
ん
な
も
の
で
あ

る
か
、
い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
考
え

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
中

心
の
考
汽
方
か
痩
て
相
手
を
思
い

や
る
心
が
、
ほ
ん
と
う
の
素
直
な

心
遣
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
素
直
に
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
僕
た
ち
に
も
思
い

や
る
心
や
温
和
、
誠
実
、
正
直
、

円
筒
な
ど
の
す
ば
β
し
い
人
間
性

が
自
然
に
備
わ
り
品
性
が
よ
り
高

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
わ

か
り
ま
し
た
。

身体障害者の

巡回更生相談

藤原文化と宇

治
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